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はじめに：背景と目的

• 少子化に伴う大学入学定員の供給過剰は、定員割れをもたらし、そ
の規模は年々拡大しつつある。

• 日本私立学校振興・共済事業団(2023)によると、2023年度における
定員未充足私立大学は320校(53.3%：ｎ=600校、対前年度比+6%)

– 充足率平均は99.59％。東京、愛知、京都、大阪を除く地方都市は全て100％
未満。入学定員規模1500名未満の大学は全て充足率平均100％未満。

– 学部別で見ると、社会科学系学部は102.7%(次頁表)となっているが、過去の
調査では未充足の学部が相対的に多いとの指摘もある(葛城ほか
(2016)(2017))。
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はじめに：背景と目的
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社会科学系

学部(全)
経済学部 経営学部 法学部 商学部 社会学部

社会

福祉学部

現代

社会学部
情報学部

人間

社会学部

総合

政策学部

経営

情報学部

2022 528 90 88 79 29 26 21 13 10 13 12 10

2023 541 89 89 80 29 27 20 14 14 13 12 11

前年度比 13 -1 1 1 0 1 -1 1 4 0 0 1

2022 102.73 103.6 104.78 105.13 104.86 102.6 85.83 101.64 111.58 91.06 107.32 100.52

2023 102.7 105.39 106.55 103.15 103.54 101.14 80.26 100.84 113.36 91.08 101.3 99.23

前年度比 -0.03 1.79 1.77 -1.98 -1.32 -1.46 -5.57 -0.8 1.78 0.02 -6.02 -1.29

経済

経営学部
観光学部

政治

経済学部

現代

ビジネス学部

人間

福祉学部

国際

経営学部

総合

経営学部

国際

観光学部

総合

福祉学部

経営

経済学部
その他

2022 10 6 5 5 4 4 4 4 3 3 89

2023 10 6 5 5 4 4 4 4 3 3 95

前年度比 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

2022 90.33 87.55 101.58 91.46 97.46 89.29 117.83 85.51 91.85 88.49 101.9

2023 98.68 82.95 98.85 92.06 93.81 105.45 116.81 87.45 89.83 90 100.57

前年度比 8.35 -4.6 -2.73 0.6 -3.65 16.16 -1.02 1.94 -2.02 1.51 -1.33

入学定員充足率(%)

集計学部数

集計学部数

入学定員充足率(%)

私立学校振興・共済事業団(2023)より作成



はじめに：背景と目的

• 定員未充足大学(学部)では、学力を重視しない入試方式(指定校入試、総合型な
ど)の拡大と相俟って、非選抜型学生(受験を経験しない学生)を多く抱えることと
なる。

– 「非選抜」であるが故に、従来想定しなかった学習履歴や学習指向性をもつ学生の増加－い
わゆる学生の多様化－へと繋がる。

• 本報告では、非選抜型学生を多く擁する大学を居神(2010)における用語に従い、
「マージナル大学」とした上で、以下の3点を検討する。
– マージナル大学において必要とされる教育

– ミニマムな簿記教育の必要性

– 簿記教育の拡張可能性
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マージナル大学における教育：学生の傾向

• 三宅(2011)による学生の特徴的傾向
– 授業に対する無意味感

– 疑似達成志向(授業出席=達成)の強さ

– 教養志向の低さ

– 目的意識の低さ(無さ)

– 進学がミスセレクションであったことの自覚

• 葛城ほか(2018)による学生の特徴的傾向
– 授業外学習時間の少なさ

– 高校までに学習習慣が身についているか否かによる学習意識の顕著な差

– 有学習群では、授業の意味性が高く、予習復習もし、資格取得への意識も高い
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マージナル大学における教育：学生の傾向

• 葛城ほか(2018)による学生の特徴的傾向
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出典：葛城ほか（2018）165-166頁



マージナル大学における教育：何が必要か
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• 学生の傾向からの含意
– 有学習群に類別される学生に対しては、学習に対する外的動機づけの必要性は乏しい。

– 無学習群に類別される学生に対しては、学習に取り組ませるための特別な動機づけが重
要。

• 本田（2000）では、教育における学習行為の不確実性(到達・理解・受容）を解
消する手段として、教育評価とともに教育内容のレリバンスの必要性が示唆さ
れる。
– レリバンス：何かあるいは誰かにとって意義ないし有効性

時間軸 レリバンスの種類 対象

現在
即時的レリバンス：「面白さ」の実感

個人
市民的レリバンス：市民/家庭人/労働者として

生きる上での武器
将来 社会

職業的レリバンス：労働力の質

出典：本田（2000）165頁



マージナル大学における教育：何が必要か
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• 学力そのものを対象とした研究は少ないが、両学習群に学習能力に差のある
学生が混在するものと考えられる。
– 学習能力の構成要素は多様であり、個別的な指導の必要性が高い。

• 学生は高校までの学習も不十分である可能性が高い（居神（2010）など）。
– 授業内容として「市民的レリバンス」を意識したものが相対的に重要。

• 授業外学習時間が少ないことを前提とした指導が必要。
– 特定の科目における積み上げ型学習は困難。

– 多くの前提を必要とする思考は困難。



「ミニマム」な簿記教育:その必要性
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• マージナル大学における教育を想定した場合、現在多く行われている簿記教
育には以下の課題が存在する。

・簿記一巡を前提とした教育全体の量的課題
– 学生は復習をしないという想定

– 可能な限り前回までの授業内容を前提としない構成

– 同内容を、繰り返し教えるという想定

・特定の組織経営を前提とした質的課題
– 職業的レリバンスに動機づけされない学生に対する一定の有用性

– 市民的レリバンスを意識した一定の教育内容



「ミニマム」な簿記教育:何を教えるべきか
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• 前述の必要性を考慮した場合、限られた前提知識で、一定の効果が見込まれる教育内容であ
る必要がある。

• 本報告では石川(2015)と柴(2023)の2説を手がかりに、論理的思考を教育目的においた簿記教
育を想定してみることにする。

• 石川(2015)の複式簿記モデル；ストック・フローの2勘定系統による損益2面計算

→ストック勘定による結果計算とフロー勘定による原因計算

• 柴(2023)の複式簿記モデル：資産・負債・純資産による財産計算

→差額としての純資産を導入したストック勘定による結果計算

⇒両モデルは、複式簿記システムの柔軟性と操作性を容認する点で共通する。



「ミニマム」な簿記教育:何を教えるべきか
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活動（略称） 略称 具体的な内容

①
か
ら
⑥
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
い
て
思
考

の
過
程
や
結
論
を
適
切
に
表
現

① 規則，定義，条件
等を理解し適用する。

①理解・適用 資料から読み取ることができる規則や定義等を理解し，それを具
体的に適用する。

② 必要な情報を抽出
し，分析する。

②抽出・分析 多くの資料や条件から推論に必要な情報を抽出し，それに基づい
て分析する。

③ 趣旨や主張を把握
し，評価する。

③把握・評価 資料は，全体としてどのような内容を述べているのかを的確にと
らえ，それについて評価する。

④ 事象の関係性につ
いて洞察する。

④関係・洞察 資料に提示されている事象が，論理的にどのような関係にあるの
かを見極める。

⑤ 仮説を立て，検証
する。

⑤仮説・検証 前提となる資料から仮説を立て，他の資料などを用いて仮説を検
証する。

⑥ 議論や論証の構造
を判断する。

⑥構造・判断 議論や論争の論点・争点について，前提となる暗黙の了解や根
拠，また，推論の構造などを明らかにするとともに，その適否を判
断する。

出典：教育課程研究センター (2013)15頁

論理的な思考の活動



「相対化」を基軸とした教育（教材例）

[フロー勘定＝損益]とした場合 [フロー勘定＝収支]とした場合

借 方 貸 方 借 方 貸 方

1 現 金 10,000 借 入 金 10,000 借入収入 10,000 借 入 金 10,000

2 備 品 2,000 現 金 2,000 備 品 2,000 備 品 支 出 2,000

3 仕 入 7,000 現 金 7,000 利 益 7,000 仕 入 支 出 7,000

4 現 金 13,000 売 上 13,000 売上収入 13,000 利 益 13,000

5 借 入 金 5,000 現 金 5,000 借 入 金 5,000 借 入 支 出 5,000

1．大学祭で模擬店を開業するため、大学から5,000円、ゼミ教員から5,000円
を借りた。

2．模擬店で使用する備品2,000円を購入した。
3．商品を製作するための材料7,000円を仕入れた。
4．商品を販売し、代金として13,000円を受け取った。
5．ゼミ教員に5,000円を返済した。



「相対化」を基軸とした教育（教材例）

ストック勘定 ストック勘定

現 金 9,000 借 入 金 5,000 備 品 2,000 借 入 金 5,000

備 品 2,000 利 益 6,000

フロー勘定 フロー勘定

仕 入 7,000 売 上 13,000 借入収入 10,000 仕入支出 7,000

売上収入 13,000 備品支出 2,000

借入支出 5,000
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「相対化」を基軸とした教育（教材例）
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前提となる知識 設問例 設問の狙い
論理的な思考
との関係

• 取引に対する
記録の必要性

• 簿記5要素(4

要素)の意味

• 複式記入の原
則(貸借複記)

それぞれの取引について、「現金(資産)」
「備品(資産)」「借入金(負債)」「仕入(費
用)」「売上(収益)」の5つの勘定科目を
使って仕訳しなさい。

前提となる知識の確認 ①理解・適用

仕訳をストック勘定とフロー勘定に区分
して集計した場合、それぞれの差額の意
味は何ですか？

損益が同時に計算される
事実の理解

②抽出・分析

ストック勘定とフロー勘定それぞれで同
じ差額が表されるが、差額を計算するた
めの計算式を示しなさい。

損益計算プロセスの違い
の理解（基本等式の理解）

③把握・評価

ストック勘定とフロー勘定で同時に計算
される差額が現金となるためには、どの
ような仕訳を行えば良いか示しなさい。

損益以外の計算目的への
拡張

④関係・洞察
⑤仮説・検証
⑥構造・判断

ストック勘定とフロー勘定で同時に同額
の差額が計算される構造は、ほかの何
かを計算する場合に活用できますか？

損益以外の計算目的への
拡張

④関係・洞察
⑤仮説・検証
⑥構造・判断



おわりに：簿記教育の拡張可能性
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• マージナル大学における簿記教育を想定した場合、その教育内容は教員が経
験上考える難易度に基づく尺度よりも、「単純⇔複雑」という尺度で捉えた上で、
単純(ミニマム)な簿記教育を追求した方がより適合するものと考える。

• 今日大学で行われる簿記教育は、特定の組織経営を前提とした複式簿記シス
テム(存在する簿記)を理解させることに重点を置いている場合が多いと思われ
る。

• しかし、複式簿記システムそのものの理解の上にたち、これを思考ツールとし
て活用すること(存在し得る簿記)を意識した教育もあり得るのではないか。
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